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令和元年度労災診療費算定基準の一部改定に伴う 

自賠責保険診療費算定基準（自賠責新基準）の取扱いについて 

（消費税率引き上げに伴う取扱い） 

 

 

健康保険診療報酬点数表等の改定（令和元年１０月１日実施）に伴い、労災診療費算定基準

の一部が改定されたことにつきましては、令和元年９月２０日付（保 130）Ｆによりご連絡申

し上げたところであります。 

 これに伴い、自賠責保険診療費算定基準（自賠責新基準）の取扱いにつきましても、     

本年１０月１日の診療より改定後の労災診療費算定基準に準じた算定方法により請求するこ

ととなりますのでご連絡申し上げます。 

なお、今回の労災改定の概要としましては、①初診料３，８２０円（３，７６０円から６０

円引き上げ）※健保点数表の初診料の注５のただし書に該当する場合の初診料については、 

１，８８０円から１，９１０円に引き上げ、②再診料１，４００円（１，３９０円から１０円

引き上げ）※健保点数表の再診料の注３に該当する場合の再診料については、６９０円から  

７００円に引き上げ、となっております。 

貴会関係会員への周知方ご高配賜りますようお願い申し上げます。 

 

 

 


